第10回下関市市民協働参画審議会の概要について

1． 開催日時・場所

平成18年8月25日(金)　18:30～20:15　勝山公民館　3階視聴覚室
2． 出席者

委員　16名（欠席4名）

石川啓会長、松尾文子副会長、川村仁誠委員、岸田あすか委員、肥塚陽子委員、酒井孝之委員、貞光博子委員、塩田万希世委員、瀬谷時夫委員、高山剛委員、田中クゲヨ委員、中村健次郎委員、藤岡基昭委員、丸山久美子委員、宗近孝憲委員、和田隆弘委員
市
　市民部次長、市民文化課長、市民文化課長補佐、市民文化課主査

他職員１名

３．議事概要
（１）「平成１７年度市民と行政・市民と市民のパートナーシップ年次報告」について
①事務局にて年次報告（案）の概要説明
●パートナーシップ関連主要施策の説明

１）市民協働参画の啓発を目的とした「パートナーシップ研修会」

２）審議会にご協力いただき策定しました「市民活動促進基本計画」

３）公益的な市民活動を支援する「市民活動支援補助金制度」の運営

４）細江地区に建設中の「新市民活動支援センター」関連事業

５）安心して市民活動を行っていただける環境整備としての「市民活動保険」

＜市民と行政のパートナーシップ項目＞
●情報提供・共有の施策の説明
「ア．説明会を開催したもの」１７施策

事例紹介「細江町３丁目地区社会教育複合施設建設事業説明会」の説明
「イ．シンポジウム・フォーラム等を開催したもの」１１施策
事例紹介「日本伝統捕鯨地域サミットin下関」

「ウ．ワークショップを開催したもの」５施策
事例紹介「市民活動支援センター整備に係るワークショップ」

「エ．学習会・研究会を開いたもの」６１施策
事例紹介「動物ふれあい教室」
「オ．広報誌などで詳しく施策の内容を市民に説明したもの」３０施策
事例紹介「子育て情報誌『ちゃいるど保存版２００６』」

「カ．その他」２２施策
事例紹介「夏休み親子避難所体験」の説明。

●施策の推進に関して市民から提出された意見の件数及び回答状況の説明
「ア．パブリックコメントを行った施策について」１２施策

事例紹介「集中改革プラン策定に関するパブリックコメント」
「イ．アンケートを実施した施策」１６施策
事例紹介「市の慣行アンケート」

「ウ．市民提案・企画・論文等を募集した施策」４施策
事例紹介「新下関市 市章デザインの全国公募」

「エ．公聴会を実施した施策」１施策

「市長へのはがき・E‐メール等」２施策

「その他要望等」５施策　　各項目の説明。
●附属機関等における委員構成の状況の説明
６２附属機関等の調査

平成１７年度における対象附属機関等の公募実施率は２２．６％
（１６年度１９．６％　３．０％の増）

事例紹介「各地域審議会」

＜市民と市民のパートナーシップ項目＞
· 市民活動を促進するための環境整備として実施された施策

「ア．市民活動を促進する情報の収集及び提供」７施策
事例紹介「生涯学習まちづくり出前講座の提供」
「イ．市民活動の場所の提供」２３施策
事例紹介「市民活動支援コーナー運営」
「ウ．市民活動のネットワーク化の促進」２施策
事例紹介「団体紹介シートによるネットワーク」

「エ．補助金等市民活動を側面的に支援する助成制度」８３施策
事例紹介「下関市市民活動支援補助金」

「オ．その他」４施策
事例紹介「市民活動促進基本計画」　各項目の説明。
●市民等と協働を行った施策及び協働の方法

「ア．市民活動団体等へ委託を行った事業」３９施策
事例紹介「日本女性会議プレイベント開催業務」

「イ・その他市民活動団体と協力して行った事業」３０施策
事例紹介「環境美化推進アダプションプログラム」　各項目の説明
＜市民活動の現状＞
市民活動の状況について、市民活動団体数においては、下関市NPO等支援センターにおける団体紹介シート提出団体が年々増加。

活動分野について、「保健、医療または福祉の推進を図る活動」、「子どもの健全育成を図る活動」、「まちづくりの推進を図る活動」が中心。
団体詳細紹介「NPO法人青少年共育活動協会」、「CAP下関」、「歌野の自然とふれあう会」の紹介。
審議会評価について、本日の審議及び提出いただく平成１７年度年次報告意見評価を集約しまして、平成１７年度の本市における市民参画及び市民活動の現状の審議会評価とし、評価と報告を一対で議会報告、公表を行う旨を説明。
②審議

委員：パートナーシップ関連施策実施状況について、全体の増加傾向は判るが、
　　合併に伴う事業増もある。旧市ベースで見るとどのくらいの事業数の増加か。

事務局：微増となっております。（１５１事業から１６０事業へ９事業の増）
委員：主要施策の平成１７年度市民活動保険の運営について、報告件数と請求件数に差異があるのはなぜか。
事務局：１８年６月末現在の状況であり、報告後、診療等が終了して請求行為が行われるため、その時差があるところです。
委員：補助金等の助成と委託業務が多数あるが、その違いは。
事務局：補助金は、補助対象が主体となり事業を行うものであり、委託事業は本来、市が行う事業について契約により、事業を発注するものであり、事業実施主体によって性格が異なります。

委員：委託事業においても帳簿や領収等の会計書類の提出は求めるのか。

事務局：場合によりますが、委託においては会計書類の提出は求めておりません。

会長：情報の提供と共有に関しても、情報を受け取る度合いが市民レベルで低いと思われる。提供の仕方が悪いのか、受け取る意識が低いのか、両方なのか。年次報告や評価の広報を通じて改善が図られれば良い。
●意見評価提出後、文章化においては会長一任することについて全委員了承
２.今後の予定について


事務局から説明を行った。
・次回審議会開催について１２月を予定。
事務局にて調整後、後日開催日等をお知らせいたします。
会長：以上で閉会します。
第11回下関市市民協働参画審議会の概要について

１．開催日時・場所

平成１９年３月２２日(木)　18:30～17:30　勤労福祉会館　第4会議室
２．出席者

委員　１１名（欠席９名）

石川啓会長、松尾文子副会長、岡本浩明委員、岸田あすか委員、酒井孝之委員、高山剛委員、田中隆子委員、中村健次郎委員、藤岡基昭委員、宗近孝憲委員、和田隆弘委員
市
　市民部次長、市民文化課長、市民文化課長補佐、市民文化課主査

他職員１名

３．議事概要

「事務局報告事項１」
●平成１８年度市民協働参画に係る状況について説明

１）日本女性会議２００６しものせき

スタッフ２００名、ボランティア５００名の参画により、日本女性会

議史上最多の４０００名の参加となった本大会の成功が成し遂げられ

た。
２）国民文化祭やまぐち２００６

　　スタッフ５１６名、ボランティア２，０８８名の参画により、下関市における７事業１３万７千人の来場者に下関の優れた文化、元気と魅力を発信することが出来た。

３）エンジン０１文化戦略会議

　　スタッフ１８名、ボランティア３５０名の参画により、下関に新しい文化が生まれ育つ土壌が育まれた。
４）パートナーシップ研修会として市職員約１００名及び公募市民１０名を対象に市民協働参画研修を行った。
５）新規の市民協働参画啓発事業として協働わいわいミーティングを実施し、２００名の市民参加のもと、基調講演、パネルディスカッション、交流会を開催した。

「事務局報告事項２」
●しものせき市民活動センターの設置について説明

５月１日に下関駅前に建設された市街地再開発ビル、ヴェルタワー下関２階に開設する市民活動支援施設の説明。
「議題１　市民活動支援補助金の見直し及び選考委員の選任について」
· 見直し事項の説明及び選考委員選任の依頼

事務局：市民活動支援補助金制度は、平成１６年度から実施されているが、事業創設当初から、当事業は３年を目処に実施し、平成１８年度内に３年間における実施上の問題点を整理して見直しを行っている。

今回、内容の刷新を図り、事業効果の向上と、市民と市民のパートナ
ーシップを促進するために、いくつかの課題について検討した中で、「補
助金の審査」に関する見直しを行った。

現在の補助金の選考は、市職員による選考審査である、補助採択に際
し、市民の意見を十分に汲むことができていないと思われる。

よって、平成１９年度以降、市民審査員４名と市職員１名で構成され
る選考委員会を設置し、公益性・計画性・効果・先駆性・将来性を評価
し、補助採択を行っていきたい。
つきましては、選考委員会設置に際し、本審議会委員より、４名程度

の委員のご選任をお願いいたします。
委員：選考の流れはどの様な流れか。

事務局：４月末に募集が終了し、市民文化課による形式審査以降に５月上旬に申請者との面接による確認（ヒアリング）が行われる。選考委員にはこのヒアリングから入っていただくため、２・３日間の時間は要すことが想定される。

　　　　その後、１日間で最終選考を行う予定としている。
委員：ヒアリングの時間帯は。昼なのか夜なのか。平日か土日か。

事務局：市民活動団体の中には、昼の時間が取れない方もいれば夜の時間が取れない人もいる。実際には、申請者と事務局が調整し時間帯、曜日等の日程を決めることになる。

　　　なお、昨年度までの実績では、午後８時までの枠を設けている。

会長：では、まず立候補者を募ります。

Ａ委員・Ｂ委員：やります。

会長：２名の立候補者が出ましたが、ほかにお引き受け頂ける委員さんはいませんか？

　　　では、本日欠席の委員もおられていますし、事務局より欠席委員へも意思確認を行うこと。

　　　また、この場では就任を決められない委員もいらっしゃると思いますし、委員の構成を含めて、個別に投げかけを行うこと。

●全委員及び事務局了承

「議題２　今後の予定と次回の日程について」

●次回審議会開催について８月を予定。

事務局：議題は平成１８年度年次報告を予定としている。

また、委員の委嘱期間は本年１１月１０日をもって満了となる。新たな審議会委員の公募や選任も議題とする。

詳細な日程については事務局にて調整後、後日開催日等をお知らせする。

「議題　その他」

委員：日本女性会議の実行委として３年半、市と共に準備を行って来ましたが、協働の難しさを痛感した。

　　　市民の力量もまだまだ足りていないし、行政の柔軟性不足も感じた。

しものせき市民活動センターの開設に関係することだが、市民のレベルアップが図れる学習の場を提供して頂きたい。

会長：行政頼みだけで無く、市民自ら行動を起すことも大切です。そのためには他団体との協働が重要な役割を担ってきていますね。

事務局：公募による研修派遣の実施やしものせき市民活動センターの事業内容にも学習機会の提供を検討しています。今後は、より一層の広報にも力をいれていきたい。
会長：以上で閉会します。
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